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 6 月 6 日（日）、第 30 回埼玉県女子サッカー大会 

一般の部が開幕。尚美学園大学は、初戦の相手で 

ある戸木南ボンバーズが棄権したため不戦勝 

となり、思わぬ形で準決勝進出を決めた。 

準決勝の相手は上福岡女子ＳＣ。尚美学園 

大学は終始ボールをキープし、前後半通じて 30 本近くのシュートを放つも奪ったゴールは 

わずか 2点。試合終了間際に反撃に出た上福岡女子ＳＣの猛攻を何とか 

防ぎきり、2－0で勝利を収めた。そして迎えた決勝戦。対戦相手は、準決勝で 

ＦＣ.ＪＡＭ－Ｇを 9－0の大差で破ったエルフェン狭山マリだ。エルフェン 

狭山マリの攻撃力を警戒した尚美学園 

大学は、リスクを犯さないシンプル 

なプレーで試合を展開。得点 

こそ奪えないものの序盤 

からチャンスを作り出し、ゲームの主導権を握る。そんな中、左サイド 

絶好の位置でのフリーキックを獲得。このチャンスを 1年生ＭＦ高橋（本庄 

第一高校出身）が直接決めると、一気に流れを掴み、前半だけで 4得点を奪うゴールラッシュ。 

試合を優位に進める尚美学園大学は、後半に入っても攻撃の手を緩めることなく3点を追加。 

一瞬の隙を突かれて 1点を失うも、7－1で快勝。一般の部を優勝という結果で締めくくった。 

                   これにより、7月 4日（日）から行われる代表決定戦への進出が決定。一般の部では優勝し 

                   たものの、この代表決定戦で優勝できなければ、何の意味も無くなってしまう。本当の戦い 

                   は、ここから始まる。         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 7 月 4 日（日）、第 30 回 

埼玉県女子サッカー大会 

代表決定戦が開幕する。 

この大会は、10 月に 

行われる関東女子サッカー選手権大会の 

予選も兼ねており、一般の部の優勝・ 

準優勝チーム、高校総体埼玉県大会（女子 

サッカー）の優勝・準優勝チームが代表 

決定戦を行い、関東大会への出場権を 

争うというものである。尚美学園大学は、創部 2年目の初出場初優勝以来 3連覇、3年連続 

で、関東大会へ出場している。昨年度、負け続けながらも代表決定戦決勝で激闘を演じ、 

見事に勝利した強敵武蔵丘短期大学は、今年度より県大会免除、関東大会からの出場となる 

ため、今大会には出場していない。しかし、油断は禁物。準決勝で久喜高校、そして決勝でもう一度 

エルフェン狭山マリを倒し（本庄第一高校は棄権）、大会 4 連覇、関東大会出場を目指す。尚美学園大学女子サッカー部、2010 年度シ

ーズン前半戦の大一番、熱い戦いが、今始まる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

私事ですが、5 月末から母校への教育実習に行ってまいりました。部

活動にも参加させてもらった中で感じたのは、“尚美”というチームで

サッカーができることがいかに幸せか、ということでした。芝のグラ

ウンドで練習ができ、指導してくださるスタッフが居て、共に目標に

向かって努力しあえる仲間が居る。当たり前だと思っていたことが、

チームを離れてみてとても幸せなことだったのだと気づかされまし

た。あと 9ヶ月となった大学生活、この幸せを噛み締めながら、目一

杯楽しんでいきたいと思います。4 連覇まであと 2 勝。皆様の応援が

力になります。ぜひ、会場に足を運んでいただき、ご声援の程よろし

くお願い致します。  尚美学園大学女子サッカー部 吉田 葵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          ６戦２勝３敗１分

◆第 30 回埼玉県女子サッカー大会 一般の部 

  尚美学園大学  2－0  上福岡女子ＳＣ     ○ 

          7－1  エルフェン狭山マリ   ○ 

◆LigaStudent2010 

  尚美学園大学  1－4  神奈川大学       × 

◆練習試合（各試合とも試合総本数での得点結果となる） 

  尚美学園大学  0－2  神奈川大学       × 

          0－6  国体群馬選抜      × 

          0－0  国体茨城選抜      △ 


